


〇道南地域おこし交流会内容

◎日 時：令和５年３月25日(土) 13：00～17：00

◎会 場：開陽丸青少年センター ２階 研修室
（檜山郡江差町字姥神町１ー10）

◎内 容：１ 開 会

２ 講 義
『道南の地域資源について考える「地元学」
～ケース事例（遠軽町）を通して～』

３ 交流タイム（グループワーク）

４ グループ発表

５ 講評・まとめ

６ 閉 会

◎講 師：（一社）北海道開発技術センター 中村 幸治氏



〇講義風景『道南の地域資源について考える「地元学」
～ケース事例（遠軽町）を通して～』



〇交流タイム（グループワーク）

◎ディスカッションテーマ
★シンガポールの旅行会社からの依頼を受け

「道南を満喫するプログラム」を提案

【前提条件】
・レンタカー８台 総勢20名 シンガポール人の富裕層
・予算上限は、特に気にすることはない
・滞在期間は、道南地域に２～３日
・最低でも複数の自治体を周遊させること
・地元の方とのふれあい・交流する機会は必須条件

★作成するもの

・提案するメニュー・プランを模造紙１～２枚
・プランを根拠づける地域資源の魅力シート（何枚でも可）

★役割分担
・リーダーとサブリーダー、書記、プレゼンターに分かれて実施



〇グループワーク風景

・Ａグループ ・Ｂグループ

・Ｃグループ ・Ｄグループ



〇グループ発表風景

・Ａグループ ・Ｂグループ

・Ｃグループ ・Ｄグループ



〇Aグループ 「超リッチな体験ツアー＆超過酷な体験ツアー」

・超リッチな体験ツアー
前提条件「予算上限は特に気にすることは
ない」ということから、道南地域の贅沢を
詰め込んだツアーを企画。
海鮮系BBQや温泉、収穫体験を行う。

・超過酷な体験ツアー
北海道の過酷な冬を体験してもらうツアー
として、恵山冬登山、冬サーフィン、
はじめての日本でのおつかい、雪かき等を
企画。

※両ツアーとも郷土料理を楽しめるオプションも
設定

★講師総評
相反する企画をしていることが面白い。
日常を体感してもらう視点が良いと思う。
リピーターにとって、すべて体験はできないが
ピックアップして体験できると思う。



〇Bグループ 「２つの海を制覇しよう！Ｗ Oceanツアー」

・日本海と
太平洋を望む
道南一周ツアー
ドライブを楽しみにする
というシンガポール人の
ために、パノラマライン
などを経由するドライブ
コースを設定。
農家ファッションや
着物体験、木彫りの熊
作り体験を企画。

★講師総評
コンセプトは面白おかしく
設定しているが、時間設定
等は現実的で、よく出来た
企画だと感じた。



〇Cグループ 「南北海道自然と食満喫ツアー」

・グループの特徴を活かした
体験ツアー
グループのメンバーが、歴史や食に強いという
特徴から、地域の歴史や地質などの見学、
木彫りの熊作り体験や収穫体験を経て、
グループメンバーが腕によりをかけて作る、
地域産品を使用した料理を振る舞う企画。

★講師総評
特徴を活かした、ディープでマニアックな
企画だが、色々な体験をしているリピーター
に勧めやすい企画だと感じた。



〇Dグループ 「道南味体験 未だ見ぬ体験をあなたに」
み

・まだ見ぬ味覚を体験できるツアー
道南の景色を楽しみながら、食での体験や
アイヌの刺繍や温泉を楽しめる企画。
地域の人や文化に触れ、楽しみながら地域を
知ってもらう内容。

★講師総評
味に絡めたキャッチコピーは良いと思う。
シンガポールは多民族国家のため、人、歴史、
文化をうまく絡めた良い企画だと思う。


